
年 月 日 （ 月 ） ：

・ ・ ・ 分 20 分 有

／ 人

0 1

0 1

先 先

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 1 12 2 年 分

分 3 年 2 2 2 年 分

74 分 2 年 3 4 3 年 分

分 3 年 4 5 3 年 分

分 2 年 5 7 3 年 分

分 3 年 6 8 2 年 64 分

67 分 3 年 8 9 3 年 分

分 3 年 10 10 3 年 67 分

20 分 1 年 19 14 3 年 分

分 1 年 18 11 3 年 分

分 1 年 20 13 2 年 分

分 2 年 12 1 3 年 分

分 2 年 13 3 3 年 分

2
背番号

 チーム名

0

kick off

延前

kick off

ＭＦ

ＦＷ

ＦＷＦＷ

ＭＦ

大木　隆史

○ ×

片山　健二

橘田　将吾

1

5 1

1

1

1

1

3

ＭＦ

ＭＦ

1

1

1

1

前半

シュート

延前

1

1

猪熊　茂光

1

大津　昌宏

宮本　篤史

川上　雄太郎

渡部　一徳

堂本　大輝

東野　祥寛

ＭＦ

洞ヶ瀬太一

上田　大貴 ＤＦ ＤＦ

ＭＦ ＭＦ

ＧＫ

ＦＷ

泉谷　侑佑

ＧＫ

ＤＦ

ＤＦ

ＤＦ

ＭＦ

後半

PK戦

ＧＫ

○ ×

下田　尚平

伊佐　耕平

ＤＦ

酒見　成紀

和定　修平

安達　慎恭

副審２

位置

ＧＫ

前半

延後

ＤＦ

ＤＦ 朴　斗翼

荒木　和哉

ＤＦ

選　手　名 (学年)

山上　智大

選　手　名位置

古澤　智也

長谷川大介

三 田 学 園 高 校

ＤＦ

背番号

得点
OUT時間

1

谷口　航

西堀　哲也

（社）兵庫県サッカー協会

風

交代

後半

ﾏｯﾁｺﾐｯｼｮﾅｰ 辺見　康裕

山道　健一郎

 チーム名

主  審

天  候 曇り

延後

2

1 2

後半 延前

石井　啓太

会場主任

副審１

鍵野　剛一

鵜野　敬二郎

科 学 技 術 高 校

延後

記  録

試合形式

OUT時間

交代

第４の審判員 池本　良彦

前半

梅谷　昇平

観  衆 500

良好

シュート

岡本　進司 佐野　知彦

(学年) 得点

【38】
主審
署名準 決 勝

キックオフ 会  場 アスパ五色メイングランド

山道　健一郎

公 式 記 録

日  時 2008 11

平成２０年度兵庫県高等学校サッカー選手権大会
3 13 ０５

PK戦不良 / 延長弱風 ピッチ 芝 80泥沼クレー 状  態

分 2 年 21 6 3 年 分

分 3 年 7 15 3 年 分

分 2 年 14 17 2 年 分

19 分 1 年 16 18 2 年 分

分 1 年 25 19 2 年 分 8

3 分 2 年 9 20 2 年 分 10

8 分 2 年 11 24 2 年 分

No. No.

分 3 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 分 4

分 4 3 3 14 6 分

分 4 11 6 3 分

分 2 1 1 1 分

分 3 3 4 9 分

分 0 1 2 1 分

分 0 1 2 1 分

分 0 0 0 0 分

No.

分 13 0 － 1

分 11 0 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

1

堂安　磨

日置　拓也

足立　航平

辛　高紀

2

奥村　謙介

福原　幸明

ＤＦＤＦ

監  督

今川　紘暉

0

6

15

反ス

河田　翔太

ＭＦ

ＦＷ

ＦＷ

ＦＷ

ＭＦ

鷲尾　康介

ＤＦ

ＭＦ

ＦＷ

ＭＦ

Ｇ Ｋ 9

ＭＦ

シュート

髙田　祥生

20

堀内　健太

三浦　光司

ＭＦ

ＭＦ

西堀 哲也

1

6

スコア

科学技術

科学技術

得点者

伊佐 耕平

佐々木　翔

直接ＦＫ

反ス

3

合 計

氏 名須磨友が丘・吉川

宮本　篤史

警・退 氏　　名 事 由

8

71

チ ー ム時 間

9

得
 
点
 
経
 
過

Ｐ Ｋ 0

時 間 鈴木　利章

［得点経過］　略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ　　

ＦＫ

⑨

戦

右

右

∩

中央

中央

尾崎・畑戦評者 所 属

60

両チーム４－４－２のシステムでスタート。静かな立ち上がりであったが、５分過ぎから科学技術は早いプレスでボールを奪
い、ペースを掴み出す。９分、前線で奪ったボールをサイドの⑪西堀へ。ファールで得たＦＫから⑬伊佐が飛び込み先制点を上
げる。三田も１年生ＦＷのスピードを生かして反撃を試みるが、科学技術の寄せが早くシュートまで持ち込めず科学技術のペー
スで前半を終える。後半に入り三田も前線から積極的なプレスをかけ、奪ったボールをＭＦ⑥⑩とＦＷ⑱⑳のパス交換からチャ

74

氏　　名

反ス

警・退

警告 石井　啓太

呉島　堂真

織田　秀利

事 由

3

1 3

時 間

合 計

Ｃ Ｋ

警告

警告

チーム合計長谷川大介

Ｓ

13

間接ＦＫ

( ｵﾌｻｲﾄﾞ)

⑪

⑬

Ｓ

⑩

∩

[備 考]

評
スで前半を終える。後半に入り三田も前線から積極的なプレスをかけ、奪ったボールをＭＦ⑥⑩とＦＷ⑱⑳のパス交換からチャ
ンスを作る。両者中盤での激しいプレスから一進一退の膠着状態が続く。２０分過ぎ、科学技術のサイド攻撃から⑪西堀の鮮や
かなボレーシュートが決まり、三田を突き放した。その後両者激しく戦ったが科学技術が落ち着きを取り戻し、２－０のまま
ゲームを終えた。


